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平成３０年度工事監査の結果に関する報告について 

 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第９項の規定に基づき、 

平成３０年度工事監査の結果に関する報告を次のとおり提出する。 
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１ 監査の対象 

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事 

① 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事基本設計業務委託 

② 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事実施設計業務委託 

③ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設建築工事 

④ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設電気設備工事 

⑤ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設給排水衛生設備工事 

⑥ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設空気調和設備工事 

⑦ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設昇降機設備工事 

⑧ 笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事工事監理等業務委託 

 

詳細は「別表【笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事契約一覧】」のとお

り 

 

２ 監査の期間 

平成３０年９月２７日（木）から平成３１年２月２６日（火）まで 

 

３ 監査の基本方針 

対象工事が適法かつ合理的、効率的に執行されているか、また、その事業目

的が達せられているかについて、書類審査及び現場実査を行う。 

 

４ 監査の着眼点 

（１）工事の計画及び設計は、妥当かつ現場の状況に適合しているか。 

（２）積算の基準及び方法は、適切か。 

（３）仕様書及び設計図は、的確に作成されているか。 

（４）契約事務は、適正に行われているか。 

（５）施工及び工事監理は、適正に行われているか。 

（６）検査及び支払は、適正に行われているか。 

（７）設計、工事監理等の業務委託契約の内容は適正か。 

 

５ 監査の方法 

（１）書類審査 
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関係書類を審査するとともに、所管部から工事概要の説明を聴取し、監査

を実施した。 

（２）現場実査 

工事現場において、施工状況を関係者から聴取し、工事状況の監査を実施

した。 

（３）技術調査 

公益社団法人大阪技術振興協会に技術調査を委託し、専門技術的事項につ

いて調査を実施した。 

 

６ 技術調査の結果 

公益社団法人大阪技術振興協会へ委託した技術調査では、「特に指摘する問

題点はなかった」との結果であったが、口頭もしくは文書により評価、助言が

行われた。 

（１）建築工事 

ア 工事費については、解体工事を含む規模の小さな建築物の金額としては、

かなり安めで、経済設計によるところが大きい。 

イ 建築工事の基本コンセプトとして、自然資源の有効利用（屋上に太陽光発

電用パネルの設置）、環境に配慮した施設（屋上緑化の採用）、ユニバーサ

ルデザイン、バリアフリー対応の設備等を取り入れている。 

ウ セキュリティ対応として、敷地境界にフェンス、出入り口に電気錠、防犯

カメラを設置するなどの対応がとられている。 

（２）電気設備工事・昇降機設備工事 

ア 園児への考慮（手の届かない高さにコンセント等を配置すると共に、扉付

きコンセントを採用、目に優しい色温度の LED を採用）と災害時に対する安

全対策を徹底している。 

イ カメラ付玄関ドアホン設置による来訪者の視認確認､電気錠､テンキーによ

る入退出管理を行う。屋外監視カメラでは、夜間監視に対応できる最低被写

体照度の確保と、周辺の家屋への対応としてプライバシーマスク対応型を採

用している。 

（３）給排水衛生設備工事・空気調和設備工事 

ア 衛生設備のシステム別コスト比較は①給湯システム（2 方式）、②床暖房

システム（3 方式）、③給水方式（4 方式比較）のそれぞれについてイニシャ
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ルコスト、ランニングコストを算出し、総合的判断で方式が決定されていて

根拠が明確であり、基本計画・設計は適切である。 

イ 環境負荷の低減策として、給湯器に大型マルチ給湯機（50 号エコジョーズ）

の高効率機種を採用している。 

ウ バリアフリー法、東京都福祉のまちづくり条例に準拠して、オストメイト

対応設備、低リップ小便器などを採用している。 

エ 空調方式については、空気熱源ヒートポンプマルチパッケージ（ＥＨＰ）、

氷蓄熱空気熱源ヒートポンプマルチパッケージ（ＥＨＰ＋氷蓄熱ユニット）、

ガスエンジンヒートポンプマルチパッケージ（ＧＨＰ）の 3 方式について空

調設備比較検討書が作成され、方式選定に当たり多項目にわたる優劣を比較

し、採用判定した根拠が明確であり、基本計画・設計は適切である。 

オ 空調集中リモコンにより、適切な温度及び稼働時間の管理を行うことで環

境負荷の低減を計っている。 

 

７ 監査の結果 

計画、設計、積算、契約、施工、工事監理、試験・検査等は、概ね適正に行

われていた。 

（１）計画 

笹塚第二保育園は、設置から４０年以上が経過して施設が老朽化しており、

建替えてより多くの児童を受け入れる施設として整備し、地域コミュニティ

の活性化の拠点となる地域交流センターを新たに設置する計画をまとめ、平

成２９年度に工事着工、平成３１年４月に竣工、７月に施設開設予定となっ

ている。 

建設地は、前面道路は狭く、近隣の住宅も密集していることから、近隣住

民には早くから住民説明会などを通じ、施設改築の理解を求めて計画を遂行

していた。 

当計画は周到な準備を重ねて実施されており、問題となるところはない。 

（２）設計 

施設の特性を的確に把握し、施設機能の安全性、居住環境・自然環境への

配慮、耐震性、材料の安全性、バリアフリー対応、省エネ・自然エネルギー

の利用、地域住民への配慮、防災機能としての整備、維持管理の容易性など

を取り入れた内容となっている。 
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さらに、敷地に許される法的制限を極限追求し、建築面積、延べ床面積と

も最大限に設定、また高さ方向に関しても、日影など近隣への影響を極力勘

案している。 

（３）積算 

東京都財務局「積算基準」、同「積算資料」及び国土交通省「公共建築工

事積算基準」等に準拠して正確に積算されており、特に問題となるところは

ない。 

（４）契約 

各契約に関する業者の選定、入札、契約に関する手続きは、適正に行われ

ていた。 

（５）施工 

工程どおり無事故で品質にも問題なく施工されている。 

（６）工事監理 

工事監理は、定期的に的確な監理が行われている。 

（７）試験・検査 

試験・検査は的確な対応が行われている。 

 

８ 要望 

（１）今計画では既存杭を撤去したうえで新設杭を施工するところ、既存杭の影

響で杭の芯ずれ、支持層での耐力不足を生じ、杭位置を大きく変更した。 

所管課からは、工期の大幅な遅延や契約変更等の影響はない見込みとの報

告を受けましたが、今後は設計の段階において、十分配慮されるよう要望す

る。 

（２）室内環境対策では、乳幼児が利用する当施設でのシックハウス対策は、最

も重要である。仕上げ工事における材料の搬入から施工、最後の環境測定ま

で、十分に留意するよう要望する。 

（３）修繕・更新計画、ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）など、どの項目も建物

を健全に維持・活用していく上で欠かせない。当建物の設計においては、耐

久性の高い材料の使用、維持管理の容易な計画に配慮しているが、定期的な

修繕・更新は重要であり、維持管理計画を確実に実行されるよう要望する。 
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９ まとめ 

渋谷区では長期基本計画 2017－2026 において、今後の公共施設等の整備や更

新、維持管理等については、公共施設の老朽化等の状況を把握するだけでなく、

将来の人口の推移や少子高齢化の進展によるニーズの変化、今後の財政状況等

を踏まえながら、施設の更新、統廃合、長寿命化等を計画的かつ効率的に進め

ていく必要があるとして、渋谷区公共施設等総合管理計画を策定している。 

今後、この公共施設等総合管理計画に基づき、施設の整備や改修等を行って

いくこととなり、財政状況等へ大きな影響を与えることが想定される。 

企画設計から建設、運用管理、解体までの建物のライフサイクルコスト縮減

の取組みを進めるとともに、利便性の向上、安全に対する備え、環境負荷の低

減及び維持保全に対する配慮などを十分に取り入れ、付加価値の高い施設整備

を進められたい。 
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別表【笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事】 

（平成３０年９月２７日現在 契約一覧） 

 

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事基本設計業務委託 

契約金額 

(変更前) 

30,823,200円   

契約金額 

(変更後) 

9,011,520円  

契約年月日 

(変更前) 

平成 27年 4月 24日   

契約年月日 

(変更後) 

平成 27年 10月 21日   

履行期限 平成 27年 10月 30日   

受託者 株式会社レーモンド設計事務所 

契約方法 希望型指名競争入札   

委託概要 基本設計業務及び実施設計業務を行う。 

 

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事実施設計業務委託 

契約金額 22,523,400円   

契約年月日 平成 28年 7月 19日  

履行期限 平成 29年 1月 27日   

受託者 株式会社レーモンド設計事務所 

契約方法 随意契約（地方自治法施行令第 167条の 2第 1項第 2号） 

委託概要 実施設計業務を行う。 

      

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設建築工事 

契約金額 640,980,000円 

契約年月日 平成 29年 6月 20日 

工期限 平成 31年 4月 30日 

請負者 鈴縫工業株式会社 東京支店 

契約方法 指名競争入札 

工事概要 次の建築工事を行う。 

  敷地面積 1,059.51㎡ 

  建築面積 620.00㎡ 

  床 面 積 1,717.69㎡ 

  構  造 鉄筋コンクリート造 

  階  数 地上 3階建 

  用  途   

  [１  階] 保育園、地域交流センター（玄関ホール） 

  [２  階] 保育園 

  [３  階] 地域交流センター 
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笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設電気設備工事 

契約金額 136,080,000円   

契約年月日 平成 29年 11月 30日 

工期限 平成 31年 4月 30日 

請負者 由井電気工業株式会社 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の電気設備工事を行う。 

  受変電設備、太陽光発電設備、幹線・動力設備、電灯・コンセント設備、

構内交換設備、放送・テレビ共同受信設備、インターホン・呼出警報設

備・監視カメラ設備、自動火災報知設備、火災通報設備、110番通報設備・

機械警備設備 

 

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設給排水衛生設備工事 

契約金額 86,400,000円   

契約年月日 平成 29年 11月 30日 

工期限 平成 31年 4月 30日 

請負者 ジーケー工業株式会社 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の機械設備工事を行う。 

  給水設備、給湯設備、排水設備、衛生器具設備、ガス設備、消火設備、

床暖房設備、厨房設備    

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設空気調和設備工事 

契約金額 92,448,000円   

契約年月日 平成 29年 11月 30日 

工期限 平成 31年 4月 30日 

請負者 大和管機工業株式会社 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の機械設備工事を行う。 

  空調設備、換気設備、自動制御設備    

笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設昇降機設備工事 

契約金額 12,839,040円   

契約年月日 平成 29年 11月 30日   

工期限 平成 31年 4月 30日 

請負者 三菱電機ビルテクノサービス株式会社 

契約方法 希望型指名競争入札 

工事概要 次の昇降機設備工事を行う。 

  昇降機設備、小荷物専用昇降機設備 
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笹塚第二保育園複合施設（仮称）建設工事工事監理等業務委託 

建設工事工事監理業務委託 

契約金額 16,491,600円   

契約年月日 平成 29年 7月 14日 

履行期限 平成 31年 4月 30日 

受託者 株式会社レーモンド設計事務所   

契約方法 随意契約（地方自治法施行令第 167条の 2第 1項第 2号） 

委託概要 建設工事工事監理業務を行う。 

 

 

 


